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ラーメン、おいしいよ！

水質検査と生物調査、清掃活動を終えて

カ
ヌ
ー
で
取
水
す
る

販売イベントに参加した周
春米知事（中央青色の服）ら

台
湾
の
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
を
販
売

第
十
四
中
で
租

税
と
模
擬
選
挙

【
学
校
長
】
〈
小
学
校
〉
▼
校

長
▽
千
寿
第
八
＝
桐
敷
芳
子

（
千
寿
第
八
・
再
任
用
）
▽
西

新
井
＝
栃
山
彰
子
（
関
原
）
▽

江
北
＝
中
郡
英
一（
鹿
浜
第
一
）

▽
扇
＝
千
葉
潤
子
（
新
宿
・
奥

戸
山
）
▽
鹿
浜
第
一
＝
笹
原
天

平
（
桜
花
）
▽
宮
城
＝
田
中
琢

也
（
六
木
）
▽
亀
田
＝
井
上
龍

夫
（
弘
道
・
特
例
任
用
）
▽
栗

原
＝
山
本
洋
（
荒
川
・
尾
久
）

▽
東
栗
原
＝
田
中
岳
晴
（
東
加

平
）
▽
弘
道
＝
山
本
知
範
（
豊

島
・
豊
成
）
▽
東
加
平
＝
加
納

和
彦
（
西
新
井
）
▽
北
三
谷
＝

中
西
賢
（
文
京
・
礫
川
）
▽
長

門
＝
伊
地
知
広
竹
（
東
栗
原
）

▽
花
畑
西
＝
向
山
敦
子（
渕
江
）

▽
渕
江
＝
白
石
芳
江
（
新
田
）

▽
中
川
北
＝
松
村
裕
子
（
千
寿

常
東
）
▽
青
井
＝
鯉
沼
哲
（
青

井
・
再
任
用
）
▽
東
綾
瀬
＝
木

村
浩
昌
（
東
綾
瀬
・
再
任
用
）

▽
中
川
東
＝
岡
安
泰
英（
六
木
）

▽
舎
人
第
一
＝
土
屋
和
弘
（
中

川
・
特
例
任
用
）
▽
千
寿
桜
＝

渡
辺
円
（
千
寿
桜
・
再
任
用
）

▽
桜
花
＝
藤
井
基
人
（
花
畑
西

・
再
任
用
）
▽
千
寿
双
葉
＝
村

松
治
（
北
三
谷
）
▽
鹿
浜
未
来

＝
池
野
正
信（
扇
）〈
中
学
校
〉

▼
統
括
校
長
▽
第
四
＝
五
明
早

苗
（
第
四
・
再
任
用
）
▽
扇
兼

興
本
小
＝
浅
香
英
典（
花
畑
北
）

▼
校
長
▽
第
六
＝
葛
木
有
紀

（
墨
田
・
墨
田
）
▽
第
七
＝
豊

崎
努
（
栗
島
）
▽
第
九
＝
北
島

陽
子
（
調
布
・
第
八
）
▽
第
十

一
＝
鵜
飼
康
成
（
第
六
）
▽
第

十
二
＝
千
葉
千
登
勢
（
第
十
二

・
再
任
用
）
▽
第
十
四
＝
塚
原

洋
（
第
十
四
・
再
任
用
）
▽
青

井
＝
菊
入
伸
二
（
青
井
・
再
任

用
）
▽
入
谷
＝
幸
家
孝
（
江
戸

川
・
小
岩
第
二
）
▽
伊
興
＝
松

浦
勤
（
第
十
四
）
▽
花
畑
北
＝

登
坂
一
晴
（
第
四
）
▽
栗
島
＝

小
山
節
（
第
七
）
▽
入
谷
南
＝

佐
々
木
昭
央
（
文
京
・
茗
台
）

【
副
校
長
】
〈
小
学
校
〉
▼
校

長
▽
千
寿
第
八
＝
佐
藤
芳
晴

（
大
島
町
・
つ
つ
じ
）
▽
西
新

井
第
一
＝
吉
野
房
之
（
葛
飾
・

東
水
元
）
▽
西
新
井
第
二
＝
松

田
安
弘
（
江
北
）
▽
関
原
＝
矢

花
誠
伺
（
西
新
井
第
一
）
▽
江

北
＝
江
崎
一
紀
（
保
木
間
）
▽

新
田
＝
香
取
麻
衣
子（
古
千
谷
）

▽
舎
人
＝
古
渡
直
樹
（
弘
道
第

一
）
▽
梅
島
第
二
＝
齋
藤
寿
子

（
千
代
田
・
富
士
見
）
▽
弥
生

＝
伊
藤
規
義
（
千
寿
第
八
）
▽

大
谷
田
＝
谷
井
泰
介
（
栗
原
）

▽
保
木
間
＝
上
野
雅
弘
（
荒
川

・
尾
久
宮
前
）
▽
東
伊
興
＝
松

田
麻
里
（
東
伊
興
）
▽
千
寿
常

東
＝
富
岡
将
人（
西
新
井
第
二
）

〈
中
学
校
〉
▽
第
一
＝
滝
澤
健

（
練
馬
・
谷
原
）
▽
第
四
＝
溝

上
義
文
（
第
四
）
、
池
田
卓
哉

（
江
戸
川
・
瑞
江
第
二
）
▽
第

七
＝
駒
井
咲
久
良
（
第
一
）
▽

第
十
＝
大
木
田
陽
子
（
江
東
・

辰
巳
）
▽
第
十
四
＝
松
本
将
資

（
谷
中
）▽
江
南
＝
神
戸
昇（
江

南
）
▽
東
綾
瀬
＝
小
畑
剛
（
葛

飾
・
中
川
）
▽
西
新
井
＝
長
瀬

匡
彦
（
千
寿
青
葉
）
▽
入
谷
＝

鈴
木
真
由
美
（
扇
）
▽
伊
興
＝

中
嶋
則
義
（
花
保
）
▽
谷
中
＝

小
池
拓
哉
（
文
京
・
音
羽
）
▽

花
保
＝
小
島
徹（
荒
川
・
第
四
）

▽
扇
＝
村
上
雄
一
（
第
五
）
▽

千
寿
青
葉
＝
樋
口
浩
二
（
大
田

・
雪
谷
）

境
部
長
、再
）▽
参
事
／
ガ
バ
ナ

ン
ス
担
当
＝
松
野
美
幸
（
同
部

長
兼
務
）
▼
危
機
管
理
部
▽
部

長
＝
千
ヶ
崎
嘉
彦（
福
祉
部
長
）

▼
資
産
活
用
部
▽
部
長
＝
佐
々

木
拓
（
総
務
部
参
事
／
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、再
）▽

参
事
＝
☆
鴨
居
正
雄
（
総
務
部

資
産
管
理
課
長
）
▼
施
設
営
繕

部
▽
参
事
＝
☆
神
山
和
洋
（
施

設
営
繕
部
東
部
地
区
建
設
課

長
）
▼
区
民
部
▽
部
長
＝
田
ケ

谷
正
（
同
部
長
、
再
）
▼
地
域

【
部
長
級
】
▼
政
策
経
営
部
▽

部
長
＝
岩
松
朋
子
（
教
育
指
導

部
長
）〈
同
部
あ
だ
ち
未
来
創
造

室
長
兼
務
〉
▽
参
事
＝
☆
菊
地

崇
（
同
部
財
政
課
長
〈
統
括
課

長
〉）▽
参
事
／
総
合
事
業
調
整

担
当
＝
神
保
義
博
（
教
育
指
導

部
参
事
・
調
整
担
当
）
▽
エ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
長
＝
真
鍋

兼
〈
都
市
建
設
部
長
兼
務
〉
▼

総
務
部
▽
参
事
〈
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
〉
＝
荒
井
広
幸
（
環

の
ち
か
ら
推
進
部
▽
部
長
＝
茂

木
聡
直（
危
機
管
理
部
長
）〈
同

部
生
涯
学
習
支
援
室
長
兼
務
〉

▽
参
事
／
絆
づ
く
り
担
当
＝
橋

本
太
郎
（
環
境
部
参
事
、
再
）

▼
福
祉
部
▽
部
長
＝
伊
東
貴
志

（
政
策
経
営
部
あ
だ
ち
未
来
支

援
室
長
）
▼
環
境
部
▽
部
長
＝

會
田
康
之
（
地
域
の
ち
か
ら
推

進
部
参
事
）
▼
都
市
建
設
部
▽

参
事
＝
☆
中
村
博
（
都
市
建
設

部
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
▽
参
事

／
千
住
地
区
ま
ち
づ
く
り
担
当

＝
大
竹
俊
樹
（
政
策
経
営
部
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
長
）
▽

道
路
公
園
整
備
室
長
＝
室
橋
延

昭
（
同
部
参
事
）
▽
参
事
＝
臺

富
士
夫
（
施
設
営
繕
部
参
事
）

▼
教
育
指
導
部
▽
部
長
＝
田
巻

正
義
（
同
部
参
事
）
〈
こ
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
げ
ん
き
所
長
兼

務
〉
▼
選
挙
管
理
委
員
会
▽
事

務
局
長
＝
依
田
保
（
地
域
の
ち

か
ら
推
進
部
長
）
▼
監
査
事
務

局
▽
局
長
＝
鳥
山
高
章
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
、
再
）

　
３
月
９
日
、
ベ
ル
ク
ス
足

立
花
畑
中
央
店
で
台
湾
屏
東

県
産
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
販
売

さ
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
来
日

し
て
い
た
屏
東
県
の
周
春
米

知
事
も
駆
け
付
け
「
今
日
販

売
す
る
『
金
蜜
』
は
一
番
お

い
し
い
の
で
、
日
本
の
人
た

ち
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、

ベ
ル
ク
ス
を
運
営
す
る
㈱
サ

ン
ベ
ル
ク
ス
の
鈴
木
秀
夫
社

で
Ｐ
ｈ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
水
中
の

有
機
物
な
ど
の
汚
れ
の
度
合

い
）
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
水
中
の
有

機
物
の
量
を
表
す
水
質
の
指

標
）
な
ど
を
調
べ
る
。
結
果

は
、全
て
基
準
値
内
だ
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
約
１
時
間
空

け
て
２
回
行
っ
た
が
、
ほ
ぼ

数
値
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
臭
気
は
『
や
っ
と
感

エ
ビ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ

ミ
ガ
メ
、
ヒ
メ
タ
ニ
シ
な
ど

を
採
取
し
た
。
こ
の
後
、
川

の
ゴ
ミ
を
回
収
し
、
45
㍑
袋

６
袋
を
集
め
た
。

　
こ
の
調
査
は
昨
年
９
月
か

ら
始
め
、
今
回
が
最
後
の
４

回
目
と
な
っ
た
。
「
調
査
結

果
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
で
発
表

し
て
、
こ
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。
今

後
は
綾
瀬
川
や
毛
長
川
な
ど

で
も
調
査
を
し
た
い
と
意
気

込
む
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

っ
た
３
月
29
日
、
（
社
福
）

足
立
邦
栄
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
く
ら
（
皿
沼
２
）

の
１
階
カ
フ
ェ
で
開
か
れ
る

子
ど
も
食
堂
「
が
る
ま
る
」

利
用
者
に
、
一
風
堂
の
ラ
ー

メ
ン
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　
こ
れ
は
一
風
堂
が
社
会
貢

献
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
む

す
び
え
」
（
全
国
子
ど
も
食

堂
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
行
っ

て
い
る
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

日
本
全
国
の「
子
ど
も
食
堂
」

に
参
加
す
る
「
ラ
ー
メ
ン
ト

ラ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
関

東
で
年
に
６
回
）の
一
環
で
、

無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
時
間
帯
を
分
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
約

１
４
０
人
が
出
来
た
て
の
ラ

ー
メ
ン
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
２

０
１
７
年
か
ら「
が
る
ま
る
」

を
始
め
た
宮
本
明
彦
会
長
は

「
孤
立
は
何
も
い
い
こ
と
が

な
い
」
と
、
地
域
の
人
々
と

繋
が
り
を
広
げ
、
食
支
援
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
農
産
物
を
扱
わ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。会
場
に
は
、２
０
１
６

年
に
設
立
さ
れ
た
日
台
友
好

促
進
足
立
区
議
会
議
員
連
盟

の
メ
ン
バ
ー
も
出
席
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
で
川
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
足
立
パ
ド

ラ
ー
ズ
」
が
３
月
23
日
、
八

潮
市
と
の
県
境
に
あ
る
垳
川

で
、
川
の
生
物
や
水
質
調
査

を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、

足
立
区
環
境
政
策
課
か
ら
助

成
金
を
受
け
て
い
る
。

　
八
潮
市
側
か
ら
川
面
に
カ

ヌ
ー
を
降
ろ
し
、
平
成
泉
橋

付
近
に
来
る
と
川
の
水
を
バ

ケ
ツ
に
く
み
上
げ
、
待
機
し

て
い
る
仲
間
が
水

質
検
査
を
実
施
。

テ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー

や
パ
ッ
ク
テ
ス
ト

知
で
き
る
に
お
い
』

だ
っ
た
が
、
川
底
の

ヘ
ド
ロ
を
す
く
う
と

強
い
臭
気
が
あ
っ

た
。

　
一
方
、
他
の
メ
ン

バ
ー
は
枯
れ
た
葦
の

間
な
ど
に
カ
ヌ
ー
で

行
き
、
網
で
生
き
物

を
探
し
た
。
こ
の
日

は
、
モ
ツ
ゴ
、
ス
ジ

　
西
新
井
税
務
署
と
東
京
上

野
税
務
署
、
足
立
区
選
挙
管

理
委
員
会
に
よ
る
「
租
税
教

室
と
模
擬
選
挙
」
が
３
月
６

日
、
第
十
四
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
、
上
野
税
務
署
の

香
取
由
布
子
氏
が
、
税
の
種

類
や
税
金
の
流
れ
な
ど
を
話

し
た
。
こ
の
後
、
主
権
者
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
央

大
学
サ
ー
ク
ル
「Vote at 

Chuo!!

」
に
よ
る
模
擬
選

挙
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

学
校
長
・
副
校
長
異
動

学
校
長
・
副
校
長
異
動

足
立
区
役
所
異
動

足
立
区
役
所
異
動

足立パドラーズが垳川で実施

水質と生き物調査大
人
も
子
ど
も
も

一
風
堂
に
舌
鼓

北千住駅ビル「ルミネ」9階

03-3870-2061下記以外にも約 750講座を募集中！（予約が必要です）

2025年４月期受講者募集中 お問い合わせ・申し込み

アスリートゴリラ鍼灸接骨院院長　高林 孝光
　成長期のお子さんはもちろ
ん、すでに成長期を終えた若者
や中高年でも、背が高くなる体
験講座です。

JYIA認定ヨガインストラクター　HITOMI

日本画家（奥村土牛門下）、川村学園女子大学名誉教授　荻原 延元アスリートゴリラ鍼灸接骨院院長　高林 孝光 奈良薬師寺管主　加藤 朝胤 神猿学園専任講師　奥田 伸一

　親子でのお互いのケアという
機会を設けて、家族で日々の身
体のメンテナンスをする大切さ
を感じてください。

　足が速くなるとあらゆるスポ
ーツに有利です。足が速くなる
身体の使い方を徹底的に指導し
ます。

★4/29（火・祝）13:00～ 14:00
☆受講料2,750円 維持費220円

★5/18（日）13:00～ 14:00
☆受講料3,300円 維持費220円

★5/3（土・祝）13:30～ 14:30
☆受講料2,750円 維持費220円

★5/29（木）15:30～ 17:00
☆受講料4,180円（会員3,630円）
　教材費220円 維持費220円

HPはこちらから

足が速くなる解剖図鑑講座公開

身長は伸びる！子どもはもちろん！大人になっても公開

歌川広重～東海道五拾三次の魅力～公開

　間違いに気付いていない心を
正すためには、お釈迦さまの教
えの下に真理を学ぶ事です。

　『東海道五十三次』は、初代歌川広重の30代半
ばに描かれた名作です。それぞれに絵の魅力があ

　清少納言の『枕草子』には、一条天皇の中宮定子
に仕えた日々を回想した日記章段があります。そ

★5/31（土）
14:00～ 15:30
☆受講料2,750円
　維持費220円

　テレビCM等で見かける「暗号
資産」。その歴史や仕組みと利用
者保護、課税関係等に重点を置い
た基礎知識の２回講座です。１回
ずつの受講もできます。
★4/13（日）、5/11（日）
10:30～ 12:00

☆各 受講料3,300円 教材費330円 維持費220円

東京学芸大学名誉教授　石井 正己

★5/31（土）13:00～ 14:30
☆受講料4,400円（会員3,850円）
　教材費55円 維持費220円

新パーソナルカラー協会認定講師　鈴木 克江
　お一人ずつ「マイカラー」（美
しく際立たせる色）を診断します。
女性限定の講座です。

★5/31（土）、6/28（土）
11:00～ 13:00
☆各 受講料3,850円（会員3,300円）
教材費330円 維持費220円

どうぶつのポーズにチャレンジ親子ヨガ公開

お釈迦さまの教え公開

枕草子入門 中宮定子の栄華公開 マイカラー診断公開

『暗号資産（仮想通貨）』って何？公開

れらを読んで、豊かな教養にもとづ
く言葉の機知によって定子の栄華
を賛美したことを明らかにします。

ります。絵画の構成なども含めて
愉しく画像と共に学びます。

　
治
療
は
状
態
に
よ
っ

て
、
摘
出
手
術
、
放
射
線

治
療
、
抗
が
ん
剤
治
療
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
漢
方
薬
で
の
対
策
は
、

初
期
で
あ
れ
ば
、
お
り
も

の
や
出
血
の
様
子
を
確
認

し
な
が
ら
、
子
宮
内
の
気

血
の
流
れ
を
整
え
て
不
要

な
も
の
が
た
ま
ら
な
い
よ

う
に
し
て
ゆ
き
ま
す
。
他

　
子
宮
体
が
ん
は
子
宮

内
膜
に
発
生
す
る
癌
で

す
。
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
に

よ
る
影
響
が
大
き
く
、

50
〜
60
代
で
の
発

症
率
が
高
く
な
り

ま
す
。

　
自
覚
で
き
る
症

状
は
主
に
月
経
の

よ
う
な
出
血
で
、

特
に
閉
経
後
に
も

か
か
わ
ら
ず
出
血

が
見
ら
れ
る
場
合
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
そ

の
他
に
も
オ
リ
モ
ノ
の

異
常
や
下
腹
部
痛
、
排

尿
痛
、
性
交
痛
や
性
交

時
出
血
な
ど
が
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

の
臓
器
へ
の
転
移
予
防

も
大
切
に
な
り
ま
す
。

進
行
期
は
脾
胃
の
働
き

を
補
い
な
が
ら
や
や
積

極
的
に
抗
腫
し
、
湿
熱

や
熱
毒
を
取
っ
て
ゆ
き

ま
す
。
末
期
は
が

ん
と
戦
う
力
を
補

い
な
が
ら
つ
ら
い

症
状
の
緩
和
や
、

病
院
で
の
治
療
に

よ
る
副
作
用
の
緩

和
も
目
標
に
処
方

を
選
ん
で
ゆ
き
ま

す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp Twitter

＜第１２７話＞

子
宮
体
が
ん
の
漢
方
ケ
ア

①
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
女
子
プ

ロ
レ
ス
「
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
　

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
２
０
２
５
」

指
定
席
Ｂ
券
を
３
組
６
人
に

　
参
戦
選
手
、
対
戦
カ
ー
ド

等
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
順

次
発
表
。
Ｈ
Ｐ
（
「
Ｐ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
―
Ｊ
」
で
検
索
）
で
確
認

を
。▽
５
月
６
日（
日
・
祝
）

14
時
開
始
（
13
時
10
分
開

場
）
、
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ「
浅
草
橋
」

駅
西
口
徒
歩
１
分
）
。
前
売

＝
Ｓ
Ｒ
Ｓ
席
７
０
０
０
円
、

Ｒ
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
指
定

Ａ
５
０
０
０
円
、
指
定
Ｂ
４

０
０
０
円
。
18
歳
以
下
指
定

席
の
み
１
０
０
０
円
、
障
が

い
者
割
引
あ
り
（
付
き
添
い

を
含
む
２
枚
ま
で
、
障
が
い

者
手
帳
要
）
。
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
イ
ー
プ
ラ
ス
、
Ｐ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
―
Ｊ
女
子
プ
ロ
レ
ス
な
ど

で
絶
賛
発
売
中
。
申
込
・
問

合
☎
５
８
４
９
‐
２
３
４
１

（
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
女
子
プ
ロ

レ
ス
）

②
「
キ
リ
ン
午
後
の
紅
茶

お
い
し
い
無
糖
」
シ
リ
ー
ズ

が
３
月
18
日
㈫
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
！
シ
リ
ー
ズ
３
種
類
24
本

入
り
１
ケ
ー
ス
を
各
２
人
、

計
６
人
に
　
こ
の
春
、
「
キ

リ
ン
午
後
の
紅
茶
お
い
し

い
無
糖
／
お
い
し
い
無
糖

香
る
レ
モ
ン
／
お
い
し
い
無

糖
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
の
味

覚
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

３
種
類
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
茶

葉
の
配
合
等
に
こ
だ
わ
り
、

す
っ
き
り
と
し
た
後
味
に
仕

上
が
っ
て
い
る
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
い
ず
れ
も
、
白
を
基
調

と
し
た
シ
ン
プ
ル
で
品
質
感

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
。

【
詳
細
】
「
キ
リ
ン
午
後
の

紅
茶
お
い
し
い
無
糖
」
シ

リ
ー
ズ
＝
３
種
類
と
も
税
抜

希
望
小
売
価
格
５
０
０
㎖
１

８
０
円
。
３
月
18
日
㈫
〜
全

国
で
販
売
中
。
問
合
☎
０
１

２
０
‐
５
９
５
９
５
５
（
キ

リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
お
客
様
相

談
室
）

③
「
第
８
回
千
住
落
語
」

入
場
券
を
３
人
に
　
近
所
の

や
っ
ち
ゃ
ば
を
仕
切
る
泥
ま

み
れ
の
親
父
が
日
本
文
化
の

巨
匠
を
支
え
る
イ
ケ
て
る
お

じ
さ
ん
だ
っ
た
！
今
回
は
千

住
の
文
化
を
堪
能
で
き
る
新

作
落
語
。
千
住
に
惚
れ
直
す

か
も
!?
出
演
＝
春
風
亭
柏

枝
、
三
笑
亭
夢
ひ
ろ
。
▽
４

月
20
日
㈰
14
時
30
分
開
演

（
14
時
開
場
）
、
旭
町
自
治

会
セ
ン
タ
ー
（
千
住
旭
町
29

‐
５
）
。
定
員
40
人
（
未
就

学
児
は
入
場
不
可
）
、
全
席

自
由
（
椅
子
席
）
、
木
戸
銭

＝
高
校
生
以
上
２
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
０

円
（
い
ず
れ
も
税
込
、
当
日

受
付
に
て
支
払
い
）
。
申
込

み
は
電
話
、
Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
。
申
込
・
問
合

は
☎
０
８
０
‐
５
４
２
６
‐

７
２
３
８
（
10
〜
17
時
、
藤

井
）
、
Ｈ
Ｐ
＝https://

yaccha.localinfo.jp/
teamyaccha@gmail.
com【応

募
】
は
が
き
に
、
〒
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
希

望
番
号
（
②
は
ど
の
種
類
が

い
い
か
）
を
明
記
し
て
、
〒

121
‐
０
８
３
１
足
立
区
舎
人

２
‐
２
‐
26
足
立
よ
み
う
り

雪
洞
が
花
の
合
間
を
灯
り
を
り
　
　
　
中
島
と
し
子

【
評
】
こ
の
新
聞
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
頃
、
こ

の
句
の
景
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
の
夜
桜
の

風
景
で
す
が
、ぼ
ん
ぼ
り
と
、夜
桜
の
二
つ
の
物
の
取

合
せ
で
俳
句
は
遠
い
時
代
ま
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

白
よ
り
も
紅
が
際
立
つ
梅
見
か
な
　
　
香
焼
美
矢
子

梅
満
開
輪
の
真
ん
中
に
猿
回
し
　
　
　
坂
田
　
和
枝

町
医
者
へ
昨
日
と
違
ふ
春
コ
ー
ト
　
　
鵜
澤
日
出
雄

参
道
を
一
歩
離
れ
て
牡
丹
の
芽
　
　
　
木
村
　
徳
夫

梅
の
花
小
鳥
飛
び
交
ふ
春
だ
よ
り
　
　
水
越
　
義
雄

初
蝶
や
逢
い
た
き
人
に
会
え
た
よ
う
　
早
川
賀
世
子

久
し
ぶ
り
水
仙
束
ね
友
見
舞
う
　
　
　
小
嶋
テ
ル
子

木
の
芽
張
る
小
豆
色
か
ら
も
も
色
に
　
太
田
　
君
江

紙
雛
を
施
設
の
友
へ
届
け
来
し
　
　
　
竹
内
八
重
子

春
寒
し
日
向
の
道
を
駅
へ
行
く
　
　
　
榎
本
　
妙
子

散
歩
道
小
鳥
さ
え
ず
り
春
ま
じ
か
　
　
田
中
　
静
子

木
の
芽
時
慣
れ
ぬ
手
つ
き
の
球
遊
び
　
下
田
　
尚
保

冬
の
日
の
冬
の
日
向
の
匂
ひ
か
な
　
　
木
幡
　
忠
文

ま
っ
す
ぐ
に
ビ
ル
の
間
を
行
く
初
燕
　
鴫
原
千
代
子

駅
前
で
一
皿
買
っ
て
雛
の
夜

　
　
　
　選
　者
　吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
　
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
４
月
16
日
㈬
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

青
山

　丈

　選

栞
同
人

壇壇
俳俳

　
２
０
０
０
年
、
宮
城
県
唐
桑
中
学
校
一
年
、
文
さ
ん

の
作
品
。
桃
色
の
雨
、
い
い
表
現
で
す
。
○
○
○
に
作

者
は
ど
ん
な
言
葉
を
使
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
①
か
れ
は
　
　
②
さ
く
ら

　
正
解
は
、
５
月
１
日
号
の
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

　
▽
３
月
７
日
号
の
答
え
は
「
②
つ
ち
」
で
し
た
。

も
も
色
の
雨
ふ
る
よ
う
に
○
○
○
ち
る

炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク
イ
ズ
37

新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
。

締
切
＝
③
４
月
９
日
㈬
、
①
②
４
月
15
日
㈫
到
着
分
。

●日本全国同料金です ※日時指定ができますのでご利用ください。

https://www.ayomi.co.jp/tuhan/

▶同一か所に2箱以上の場合、割引き料金になります。

入学祝・就職祝などの贈物に喜ばれます次
号
は
５
月
１
日（
木
）発
行

○「
わ
が
や
の
天
使
」
を
掲
載

◆日々の情報は

X（旧Twitter）

　
助
成
金
が
50
万
円
か
ら

１
５
０
万
円
ま
で
（
特
定

地
域
２
０
０
万
円
）
に
。

　
期
間
も
昭
和
56
年
５
月

以
前
か
ら
平
成
12
年
５
月

以
前
の
建
物
に
拡
大
。

や
す
ら
ぎ
に
頼
ん
だ
場

合
の
七
つ
の
メ
リ
ッ
ト
。

　①
最
後
の
助
成
金
が
出

る
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
。

　
当
た
り
前
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

達
診
断
士
は
、
建
物
の
強

度
を
調
べ
る
事
が
仕
事
で

す
か
ら
、
診
断
後
の
申
請

を
し
て
く
れ
な
か
っ
た

り
、
別
途
に
追
加
を
請
求

す
る
診
断
士
さ
ん
た
ち
も

い
ま
す
。

②
滅
失
登
記
を
無
料
で

お
手
伝
い
。

　
実
は
、
自
分
で
も
申
請
が

出
来
る
の
で
す
。
弊
社
で
申

請
書
を
作
成
し
て
、
申
請
方

法
を
お
教
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　
実
際
に
申
請
さ
れ
た
方
々

に
は
「
今
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
我
が
家
の
供
養
が
出
来

て
よ
か
っ
た
」
等
の
お
喜
び

の
声
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

③
建
物
の
大
き
さ
に
関
係

な
く
同
一
料
金
。

　
例
え
ア
パ
ー
ト
で
も
同
じ

診
断
料
で
す
。

④
安
く
て
丁
寧
な
解
体
屋

さ
ん
の
紹
介
。

　
相
見
積
で
数
十
万
円
も
開

く
ケ
ー
ス
も
！

⑤
一
級
建
築
士
か
ら
の

無
料
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
聞
き

づ
ら
い
事
や
、
建
物
が
長

持
ち
す
る
豆
知
識
な
ど
。

実
は
、
一
級
建
築
士
無
料

で
何
で
も
聞
け
る
事
は
、

と
っ
て
も
お
得
な
ん
で
す

よ
。⑥

建
替
か
リ
フ
ォ
ー
ム

か
及
び
命
を
守
る
判
断
。

　
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
の
御

見
積
も
一
緒
に
お
出
し
し

ま
す
。

⑦
同
時
に
雨
漏
診
断
し

ま
す
。

㈱
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
ズ

　足
立
区
入
谷
２
―
10
―

15

０
１
２
０
―
73
―

４
１
５
２

足
立
区
解
体
助
成
金
大
幅
ア
ッ
プ

期
間
限
定
、令
和
七
年
度
ま
で

ここに一言が入ります。

足
あ だ ち
立 太

た
郎
ろう

足
あ だ ち
立 花

はな
子
こ

(西暦)24･12･15
舎人２丁目

（
見
本
）写
真
サ
イ
ズ
縦
24
㍉
×
横
32
㍉

「わがやの天使」写真募集

４
月
21
日
㈪
締
切

　
足
立
よ
み
う
り
新
聞
で

は
、
ご
愛
読
者
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
毎
年
恒
例
の
「
わ
が
や

の
天
使
」
特
集
を
、
５
月
１

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
掲
載
料
は
無
料
。
応
募
資

格
は
、
小
学
校
新
１
年
生
ま

で
。
兄
弟
姉
妹
で
の
応
募

は
、
で
き
る
だ
け
１
枚
で
お

願
い
し
ま
す
。
応
募
写
真
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の
ご
応
募
も
大
歓
迎
で
す
。

【
応
募
方
法
】
①
Ｌ
判
の

プ
リ
ン
ト
写
真
１
枚
と
、
別

は
全
て
、
新
聞
発
行
後
削
除

し
ま
す
。

　
※
住
所
の
掲
載
は
、
丁
目

ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
本
企
画
関
連
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

【
郵
送
先
】
〒
１
２
１
・

０
８
３
１
　
足
立
区
舎
人
２

‐
２
‐
26
「
足
立
よ
み
う
り

新
聞
天
使
係
」
。

【
応
募
締
切
】
２
０
２
５

年
４
月
21
日
㈪
必
着
（
受

信
）
分
ま
で
。

　
※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
写

真
は
全
て
掲
載
し
ま
す
が
、

５
月
１
日
号
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
次
号
以

降
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こどもの日特集（５月１日号掲載）

応募用
二次元コード

紙
に
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）
・
生
年
月
日
（
西

暦
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

12
文
字
以
内
の
「
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
書
き
添
え
て
封

書
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
で
き
ま

す
。
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
開
い
た
ペ
ー

ジ
の
一
番
上
に
あ
る
「⇒

メ

ー
ル
作
成
面
は
こ
ち
ら
か

ら
」
を
タ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
が
立
ち
上
が

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
写

真
を
添
付
し
て
送

信
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、

h
en

sy
u
@

ayomi.co.jp

へ

の
メ
ー
ル
に
写
真

を
添
付
し
て
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
メ
ー
ル

93

多
田
文
夫

ま
せ
ん
。
し
か
し
青
物
問
屋
の
主
人
た
ち
も

問
屋
経
営
の
ほ
か
水
田
の
農
地
経
営
も
行
う

多
角
経
営
者
た
ち
だ
っ
た
こ
と
と
、
千
住
の

む
か
し
の
風
景
を
考
え
る
と
千
住
河
原
町
の

稲
荷
神
社
の
稲
紋
も
納
得
で
き
ま
す
。

■
稲
紋
　
神
社
や
お
寺
に
お
参
り
す
る
と
、

そ
の
お
神
社
や
お
寺
を
表
す
紋
章
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
千
住
の
や
っ
ち
ゃ
場
（
青
物
市

場
）
の
神
社
、
千
住
河
原
町
の
稲
荷
神
社
に

も
「
稲
紋
」
が
社
紋
（
神
紋
）
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
形
式
は
左
廻
り
一
つ
穂
と

で
も
表
現
で
き
る
独
特
の
形
で
す
。
稲
穂
は

日
本
の
美
称
「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
豊
か
さ
と
み
ず
み
ず
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

■
足
立
の
ブ
ラ
ン
ド
米
　
さ
て
足
立
の
お
米

は
、
ど
ん
な
風
に
取
引
さ
れ
た
の
か
を
探
る

と
、
江
戸
の
米
取
引
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
米
会

所
で
は
全
二
五
ラ
ン
ク
中
の
第
三
ラ
ン
ク
と

い
う
上
位
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま

足
立
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
千
住
ネ
ギ
や

枝
豆
、
あ
だ
ち
菜
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

稲
紋
と
稲
作
地
帯
・
足
立

も
と
も
と
は
お
米
も
ブ
ラ

ン
ド
で
、「
渕
江
米
」「
舎

人
米
」
と
し
て
流
通
し
て

い
ま
し
た
（
「
江
戸
米
会

所
格
付
表
」
）
。

の
耕
地
は
水
田
が
七
・
八
割
を
占
め
る
稲

作
地
帯
で
す
。
千
住
も
宿
場
の
町
並
み
の

外
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
森
鷗
外
が
住
ん
で
い
た
頃
の

こ
と
を
妹
の
喜
美
子
が
随
筆
で
書
い
て
い

ま
す
が
、
町
裏
か
ら
広
々
と
し
た
田
ん
ぼ

が
見
渡
せ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
の
石
高
で
言
う
と
二
万
石
に
な
り

ま
す
。
広
々
と
し
た
平
野
で
江
戸
の
文
化

人
た
ち
も
感
慨
深
く
記
し
、
肥
前
平
戸
藩

主
で
随
筆
家
だ
っ
た
松
浦
静
山
は
「
稲
の

波
打
つ
田
の
ほ
と
り
」（「
甲
子
夜
話
」）

と
表
現
し
た
ほ
か
地
誌
や
紀
行
文
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

■
千
住
も
稲
作
農
村
　
と
こ
ろ
で
千
住
河

原
町
の
稲
荷
神
社
の
社
紋
で
す
が
青
物
市

場
な
の
に
ナ
ゼ
？
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

千住河原町の稲荷神社拝殿の稲紋

■
稲
作
地
帯
　
足
立


